
 

 

 

 

 

 

「自律」「共生」 ～「Change !」・「Challenge !」・「Ｃooperate!」～ 
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 「自律」と「共生」を目指して！「Change !」・「Challenge !」・「Ｃooperate!」 

 

南部中学校長 影本 純 

 今年は３月末が暖かく、入学式の日にも桜がきれいに咲いていました。新１年生が入学

し、全校生徒９５名で令和７年度南部中学校がスタートしました。 

 南部中学校のめざす生徒像の柱は「自律」と「共生」です。これらの言葉は、会見小と

会見第二小のめざす生徒像の柱にもなっているので、小中９年間を通して一貫した教育目

標の中で子どもを育てています。今年の入学式でも、在校生歓迎の言葉の中で「自律」と

「共生」について代表生徒が語ってくれました。南部中学校では、この「自律」と「共生」

の理念がしっかりと根づいています。 

この言葉をもとに、目標を持ち、自分で判断し、行動できる生徒、失敗を恐れず、粘り

強く挑戦できる生徒、学習や奉仕活動に自主的に取り組める生徒、自分や人の良さを理解

し、人と関わり合える生徒、地域と関わり、学び、ふるさとに思いを寄せる生徒を、

「Change !（改革）」・「Challenge !（挑戦）」・「Ｃooperate!（協同）」のスローガンのも

とに育てていきたいと思っています。 

また、学校教育目標も少し変え、「人権尊重の精神と確かな学力を有し、みんなが幸せ

に生きられる社会をつくる当事者を育てる」としました。これから直面する社会的課題の

解決に尽力し、地域の将来・未来を担い、みんなが幸せに生きていくことを目指していか

なければなりません。少子高齢化が進むなかで、持続可能な社会であるためには、これか

らの時代を切り拓いていく人材が必要です。そのためには是非、地域の力を貸していただ

きたいと思います。 

そして、確かな学力を身につけることも大切です。そのため今年度から中間テストを廃

止し、単元テストを行うことにしました。これは、普段から計画的に学習し、比較的短い

範囲の内容をしっかり身につけていくためです。生徒の家庭学習の習慣が身につくよう

に、家庭からも支援をお願いします。 

先日、県教育委員会から学校の働き方改革のリーフレットが配られましたが、学校・教

員の業務の見直しや長時間勤務の解消、さらに、部活動の地域移行化（南部町は令和８年

度より、部活動の完全地域クラブ化に向けて準備を進めています。）など、多くの課題が

ありますが、保護者や地域の方々の理解と協力を得ながら進めていきたいと思っていま

す。 

今年１年間、学校へのご理解とご協力、ご支援をいただきますようよろしくお願い致し

ます。 



 

 

 


